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はしがき
我々は､赤血球炭較脱水酵素lアイソザイム(CA l )およびその構成成
分である亜鉛濃度が､糖尿病におけるヘモグロビンA lのように､約2カ月
前の平均化された甲状腺機能を反映することを兄いだし報告してきた｡本研
究では､赤血球亜鉛濃度の簡便な測定法を開発し､その測定が1 )バセドゥ
病と一過性甲状腺中毒症との鑑別にT S H受容体抗体よりも有用であること
(Endocrine J 45;767,1998)､ 2 )原発性甲状腺機能低下症と無痛性甲状
腺炎後の一過性甲状腺機能低下症との鑑別にも有用であること(71 st
Meeting of American Thyroid Association, 1998)を兄いだした｡培養
細胞を用いた検討では､甲状腺ホルモンが赤芽球系培養細胞株であるY N -
1 ､および正常人末梢血を培養して得た赤芽球バースト形成細胞(B F U-
E)由来細胞のCA ] mRNAの発現を低下させ､ m､RNAレベルでCA L
の合成を低下させることを兄いだした(Thyroid 8:525,1998)｡この結果
は､赤血球の骨髄における成熟過程において､ T 3がCA lの合成を抑制す
るため､赤血球寿命を考慮すると赤血球CA lおよび亜鉛濃度が約2カ月前
の平均化された甲状腺機能を反映するという我々の仮艶を支持するものであ
る｡さらに､ YN-1およびBFU-E由来細胞にT3受容体α1､ α2m
RNAが発現していることも見出している(未発表) ｡
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研究成果
1.赤血球亜鉛濃度の測定
1 )簡便な測定法の開発と､甲状腺ホルモン過剰症の鑑別診断における有用性
--.　EndocrineJ 45:767-772, 1998
2 )甲状腺機能低下症と無痛性甲状腺炎の一過性機能低下症期との鑑別診断における有用
性
原発性甲状腺機能低下症(P H)と無痛性甲状腺炎の一過性機能低下症期(S T)と
を鑑別する良い方法は現在のところ報告されていない｡赤血球亜鉛濃度は､ P H 1 9例で
は14.1±1.1 (ll.8-15.8)mg/L STと考えられる1 2例(ST)では10.4±1･8
(8.7-13.2) m9/l､正常対象者3 9例では12.6± 1.3 mg/lであった｡ P Hでは2例を除
き13.1 mg/l以上であり､一方､ STでは1例をのぞき13.0mg/l以下であった｡約2
カ月前の甲状腺機能を反映する赤血球亜鉛濃度は､ S Tでは一過性中毒症期を反映して若
干低値の傾向を示し､高値の傾向を示すP Hとの鑑別に有用である(7 1回アメリカ甲状
腺学会発表) ｡
2.培養細胞を用いた検討
1 )ヒト赤芽球系細胞の炭敢脱水辞尭1アイソザイムmR NA発現に及ぼすT 3の影響
一一一　Thyroid 8: 525-531, 1998
2)ヒト赤芽球系細胞のT 3受容体
これまでの検討では､生理的濃度のT 3が正常人末梢血を培養して得たB F U - E由
来細胞の､また､高濃度のT3がヒト赤芽球系培養細胞株であるYN-1のCA I mRN
Aの発現を低下させることを明らかにした.一方､ T 3は他の培養細胞株であるH E L､
KU-8 1 2には影響を及ぼさなかった｡そこで本研究では､ YN-1及びBFU-E由
来細胞を用い､ T3受容体について検討したこ細胞からmRNAを取t)､ RT-PCR法
によりc DNAを増幅し､ゲル電気泳動により増幅産物の検出を行った｡ YN- 1および
BFU-E由来細胞にはT3受容体al､ αZmRNAの発現が静められた｡ T3受容体
β 1 mRNA発現の有無について現在検討中である｡今後はT3に反応しないHE L､ K
U-8 1 2細胞などを用い､ T3受容体mRNA発現の有無について検討し､発現してい
ればpCR-S SC P法やPCR-直接シーケンス法を用い､ T3受容体異常の有無につ
いて検討する予定である｡
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